※各地方本部止で送信しますので、調整済みの単組・総支部にのみＦＡＸで指示をお願いします。
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2012道本部総合政策局発第0198号
2012年2月9日
　　　地方本部
各　　単　　組　　執行委員長　　様
　　　総支部
自治労北海道本部
執行委員長　　山　上　　潔　　
（政　治　部）
「真部朗・防衛省沖縄防衛局長による宜野湾市長選挙への介入問題」に対する緊急抗議打電のとりくみについて

日頃のご健闘に対し敬意を表します。

さて、沖縄県の宜野湾市では２月５日告示・２月１２日投開票で、市長選挙が行われています。選挙には伊波洋一さん（元市長、無所属、社民・共産・社大推薦）と、佐喜真淳さん（前県議、無所属、自民・公明推薦）の二人が立候補しています。

この市長選挙に関連して、沖縄防衛局の真部朗局長が、職員の親族で宜野湾市在住者のリストを作っていたこと、また勤務時間中に選挙に関する「講和」を行っていたことが明らかになりました。

行政機関が有権者情報を集めることは、個人情報保護法に違反します。また、勤務時間中に、宜野湾市に居住するあるいは親族のいる職員のみを集めて、二人の候補者の政策を紹介する「講和」を行ったことは公職選挙法や国家公務員法に抵触する可能性があります。

防衛省は当初、事態の重要性から、真部朗局長の処分を検討していましたが、その後、処分は先送りされることになりました。

これら一連の経過から、中央フォーラム・北海道平和運動フォーラムより、真部朗局長の処分を求める緊急抗議打電行動が要請されましたので、各単組・総支部でのとりくみをお願いします。

記

１．抗議先　　防衛大臣　田　中　直　紀　様

　　　〒162-8801　東京都新宿区市谷本村町５－１　防衛省

　　　　　　　　　ＦＡＸ　０３－５２６９－３２７０　（ＴＥＬ０３－５３６６－３１１１）
２．期　間　　　真部朗局長が処分されるまでの間（可能な限り、早急にお願いします。）
３．例　文

①　沖縄防衛局による宜野湾市長選挙への介入に強く抗議します。責任者である真部朗局長に対する厳重な処分を求めます。

②　沖縄防衛局が選挙のために個人情報を集めていたことは、個人情報保護法に違反する行為であり、決して許されることではありません。宜野湾市長選挙への介入を指示した真部朗局長は、即座に更迭されるべきです。

· なお、資料として、「琉球新報」の関連記事のクリップを添付いたします。例文を作る際参考にしてください。
以上

「真部朗・防衛省沖縄防衛局長による宜野湾市長選挙への介入問題」に対する緊急抗議打電行動

取り組み報告

【報告先】ＦＡＸ　０１１－７００－２０５３

報告に際して、送信表は不要です。
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	抗議行動実施の有無
	
	


· 抗議行動を行った場合は「○」を記入してください。
· 複数（青年部・女性部・評議会など）の抗議行動を行った場合は、その数を記入してください。
　 
